
人称代名詞 Lesson 2

アラビア語の人称代名詞には、独立形（独立代名詞）と接尾形（代名詞接尾形）という
●代名詞接尾形

２つの形があります。
独立代名詞は単独で用いられ、代名詞接尾形は名詞・動詞・前置詞・一部の接続詞の
後につなげて書かれます。

人称・性 単数

-hā　彼女 彼ら二人

双数

単数 双数 複数

複数

ـهُمَا -humā ـهُمْ -hum　彼ら-hu　彼

ـهُنَّ -hunna　彼女ら

３人称・女性 هِيَ hiya　彼女 彼ら二人 هُنَّ hunna　彼女ら

-ka　あなた

humā

●独立代名詞 ３人称・男性 ـهُ

３人称・男性

３人称・女性 ـهَا

２人称・女性 ـكِ

人称・性

-kunna　あなた方

هُوَ huwa　彼 هُمَا
-kum　あなた方２人称・男性 ـكَ ـكُمَا -kumā ـكُمْ

ــِي, ـيَ 
نـِي

-ī , -ya

-nī   私

هُمْ hum　彼ら

ـنَا
-ki　あなた あなた方二人 ـكُنَّ

２人称・女性 أَنتِْ  ’anti　あなた あなた方二人

أَنْتُمَا  ’antumā２人称・男性 أَنتَْ  ’anta　あなた أَنْتُمْ

※　-hu, -humā, -hum, -hunna の各形は、前の母音が i の時、それぞれ
　　　-nī は動詞と ’inna, ’anna, lākinnaなど一部の接続詞につく形です。

 ’antum　あなた方

أَنْتُنَّ  ’antunna　あなた
方

１人称 -nā　我々

※　１人称双数には、複数形の naḥnu を代用します。 　　　-hi, -himā, -him, -hinna となります。

●独立代名詞の用法 ●代名詞接尾形の用法

※　3人称単数は事柄「それ」、双数形は事柄「それら二つ」
　  を表わすことができる（性は言及する名詞の性に対応する）。

①　名詞文の主語や述語として ①　名詞に後接され、その名詞に対する所有者・主語・目的語を表す

※　１人称双数には、複数形の -nā を代用します。

１人称 أَناَ  ’anā　私 نحَْنُّ naḥnu　我々
※　１人称単数形の -ī , -ya は名詞と前置詞につく形、

彼はそれを自分の家族に送った。كَيْفَ حَالكَُ أَنْتَ ؟  あなた（男）はお元気ですか。

أ ِرْسَالهَُا
彼の名前 私が帰ること それを送ること

أسِْمُهُ رُجُوعِي

実に私はうれしい。

. أَناَ طَالبٌِ  私は学生です。 .هٰذَأ أَناَ  これが私です。

②　動詞文の代名詞主語・代名詞接尾形の強調として　（これがなくても文は成立します）

.  كَتَبْتُ أَناَ  私が書いた。
②　動詞に後接され、その動詞の目的語となる

.  أَرْسَلَهَا أ لِىَ عَائلَِتِهِ 

.  هٰذِهِ هِيَ ٱلصُّورَةُ ٱلْمَشْهُورَةُ 
③　前置詞・接続詞に後接され、前置詞の目的語・節の主語となる

③　主部と述部を分ける分離代名詞として فِيهِ مَعَنَا .أ ِننَيِ سَعِيدٌ 
これが、その有名な写真です。

その中に 我々と一緒に




